
食中毒を疑う症状（頻回の嘔吐、激しい下痢、高熱、血便、腹痛が続く

など）がみられたら直ちに医療機関を受診して下さい。 

決して自己判断で吐き気止め、下痢止め、解熱鎮痛薬を服用しないよう

にしましょう。 

気温や湿度が高くなる梅雨の時期に注意が必要なのは「食中毒」です。 

5月～8月にかけて増加し、特に6月に最も多く発生しています。食中毒にも

種類があって、中でも細菌性は夏場にかけて増えやすく注意が必要です。 

6月号 

食中毒の種類 

化学物質によるもの 

（水銀、ヒ素など） 

細菌･ウイルスによるもの 自然毒によるもの その他の原因によるもの 


